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青葉会
料理交流親睦会

第8回
ステップアップ講座

3
2 酪農民要請集会、総決起集会

JA計根別
家族協定調印式
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根
室
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
で
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
自
由
貿
易
協
定
）、Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）

交
渉
に
よ
る
農
畜
産
物
の
関
税
撤
廃
阻
止
に
向

け
て
、
二
月
三
日
中
標
津
町
寿
宴
に
て
酪
農
民

要
請
集
会
、
総
決
起
集
会
を
開
い
た
。

　

こ
の
日
の
集
会
に
は
、
管
内
の
酪
農
家
、
建

設
業
、
商
工
業
者
な
ど
約
五
百
人
が
参
加
。
要

請
集
会
で
は
、
酪
農
畜
産
政
策
や
価
格
対
策
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
の
課
題
を
改

め
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
集
会
に
移
る
と

食
料
自
給
率
の
確
保
と
我
が
国
農
業
の
安
定
的

発
展
に
向
け
た
要
請
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
参
加
者
は
「
断
固
阻
止
」「
守
れ
地
域
」

の
は
ち
ま
き
を
締
め
、
街
頭
で
の
デ
モ
行
進
を

行
っ
た
。

　

行
進
を
終

え
た
参
加
者

は
、
会
場
に

戻
り
総
決
起

集
会
に
参

加
。
一
市
四

町
を
代
表
し

て
酪
対
会
長

闍
橋
勝
義

氏
が
「
皆
様

か
ら
大
き
な

力
を
い
た
だ
い
た
。
地
域
の
後
継
者
の
た
め
に

も
不
安
を
取
り
除
き
、
農
協
が
中
心
と
な
っ
て

頑
張
り
た
い
」
と
の
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。
最

後
は
、
参
加
者
全
員
で
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三

唱
し
て
閉
会
と
な
っ
た
。

関税撤廃に反対する酪農家500人集会関税撤廃に反対する酪農家500人集会

関税撤廃を反対する500人の街頭行進

地域の心が一つになった総決起集会。 「ガンバロー」三唱!! 酪農政策、価格対策を学ぶ参加者
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計
根
別
農
業
協
同
組
合
で
は
、
農

業
経
営
に
必
要
な
農
業
資
産
の
分
割

を
防
ぎ
、
相
互
に
責
任
あ
る
経
営
へ

の
参
画
を
通
じ
て
、
近
代
的
な
農
業

経
営
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
健
康

で
明
る
い
家
庭
の
建
設
を
目
的
と
し

て
、
二
月
二
十
七
日
農
協
第
一
会
議

室
に
て
家
族
協
定
調
印
式
を
行
っ
た
。

　

家
族
協
定
に
は
、
三
戸
の
組
合
員

家
族
（
喜
来
信
一
さ
ん
、
影
山
文
雄

さ
ん
、
中
村
勝
利
さ
ん
）
が
出
席
。

纐
纈
組
合
長
か
ら
「
平
成
十
三
年
度

の
家
族
協
定
以
来
、
こ
の
た
び
で

二
十
組
の
組
合
員
家
族
が
調
印
式
を

迎
え
ま
し
た
。
今
ま
で
苦
労
さ
れ
た

組
合
員
の
皆
様
に
は
心
よ
り
敬
意
を

表
す
る
し
だ
い
で
あ
り
、
今
後
と
も

後
継
者
育
成
、
地
域
や
農
協
の
た
め

に
ご
指
導
願
い
た
い
」
と
挨
拶
。
調

印
式
で
は
、
組
合
員
家
族
が
農
業
委

員
や
計
根
別
農
協
立
会
い
の
も
と
協

定
内
容
を
確
認
、
家
族
の
共
通
目
標

が
定
め
ら
れ
る
な
か
、
お
互
い
が
理

解
の
う
え
家
族
協
定
が
結
ば
れ
た
。

　

今
後
は
、
協
定
書
に
基
づ
き
、
今

ま
で
築
き
上
げ
た
基
盤
が
後
継
者
に

引
き
継
が
れ
、
家
族
が
経
営
に
対
す

る
役
割
と
責
任
を
持
ち
、
三
戸
の
牧

場
が
益
々
発
展
さ
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

三
家
族
が
家
族
協
定
締
結
、

  　

家
族
の
役
割
と
責
任
を
明
確
化

　
　
　

Ｊ
Ａ
計
根
別  

家
族
協
定
調
印
式

このたびの経営移譲と家族協定締結によりJA計根別から記念品が贈られる（左から 中村勝利さん、影山文雄さん、喜来一二三さん）

20組目の家族協定を慶ぶ纐纈組合長

協定書に捺印する農業委員
（井野孝司さん、本田芳明さん）

調印式：喜来　清 夫妻

調印式：影山　智 夫妻

調印式：中村勝利さん・勝彦さん



講習会での人気メニュー

「なんちゃってグラタン」

「牛乳豆腐コロッケ」

�

乳製品を使った料理交流親睦会
～ JA計根別女性部青葉会～

　

女
性
部
青
葉
会
で
は
、
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
づ
く
り

で
部
員
間
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
二
月
二
十
一
日
中
標

津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
青
葉
会
料
理
交
流
親
睦
会
を

開
い
た
。

 

こ
の
日
の
交
流
親
睦
会
に
は
、
部
員
十
三
名
が
参
加
。

青
葉
会
を
代
表
し
て
味
元
会
長
か
ら
「
今
日
は
楽
し
み
ま

し
ょ
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
三
班
に
分
か
れ
て
調
理
が
開
始
さ
れ
、
ピ
ラ

フ
風
ミ
ル
ク
ラ
イ
ス
、
ホ
エ
ー
ス
ー
プ
、
な
ん
ち
ゃ
っ
て

グ
ラ
タ
ン
、
牛
乳
豆
腐
コ
ロ
ッ
ケ
、
テ
ィ
ラ
ミ
ス
の
五
品

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

参
加
者
は
、
市
販
の
牛
乳
を
使
っ
て
作
る
牛
乳
豆
腐
は

初
め
て
、
初
乳
で
作
る
牛
乳
豆
腐
よ
り
フ
ワ
フ
ワ
し
て
い

て
、
柔
ら
か
い
と
好
評
で
し
た
。

　

試
食
で
は
「
こ
ん
な
味
が
す

る
ん
だ
ぁ
」「
今
度
家
で
作
っ

て
み
よ
う
」
と
い
う
話
題
が
多

く
、
牛
乳
豆
腐
で
は
「
電
子
レ

ン
ジ
で
作
る
と
プ
ル
プ
ル
し
て

い
て
美
味
し
い
」「
酢
を
入
れ

な
く
て
も
固
ま
る
牛
乳
も
あ
る

け
ど
、
酢
を
入
れ
て
も
全
然
固

ま
ら
な
い
牛
乳
も
あ
る
よ
ね
」

な
ど
、
普
段
調
理
し
て
い
る
時

の
素
朴
な
疑
問
を
話
し
合
う
な

ど
、
乳
製
品
料
理
を
通
じ
て
有

意
義
な
交
流
親
睦
会
と
な
り
ま

し
た
。

交流を深めて楽しく調理する女性部員



酪
農
情
勢
を
学
び
、

  

盟
友
と
の
交
流
を
深
め
た
研
修
会

酪
農
情
勢
を
学
び
、

  

盟
友
と
の
交
流
を
深
め
た
研
修
会

平
成
十
八
年
度
根
室
地
区
青
年
部
連
絡
協
議
会
幹
部
研
修
会

農協役員・購買部・青年部合同懇談会

　

地
区
青
協
で
は
、
管
内
の
盟
友
と
と
も
に

近
年
の
酪
農
情
勢
を
学
び
、
生
産
現
場
に
お

け
る
現
状
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
二

月
七
〜
九
日
東
京
方
面
に
て
幹
部
研
修
会
を

開
い
た
。

　

研
修
会
に
は
各
Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
盟
友

十
八
名
が
出
席
。
当
青
年
部
か
ら
は
飯
島
裕

治
く
ん
（
計
根
別
）、
松
田
孝
夫
く
ん
（
計

根
別
）
の
二
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
初
日
は
、
農
林
水
産
省
に
て
最
近
の

酪
農
情
勢
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
乳
価
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
問
題
、
さ

ら
に
は
放
牧
技
術
、
環
境
問
題
な
ど
に
話
題

が
集
中
。
参
加
者
か
ら
は
「
昨
年
も
経
費
を

抑
え
て
経
営
し
た
が
、
所
得
は
減
少
し
、
負
債
も
増
え
た
」
と
厳
し
い
現
状
が
伝

え
ら
れ
た
。

　

翌
日
に
は
、
中
央
酪
農
会
議
を
訪
れ
、
本
年
度
の
生
乳
計
画
生
産
対
策
や
消
費

拡
大
運
動
に
つ
い
て
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
特
に
、
今
年
も
飲
用
乳
消
費
が
伸

び
悩
み
、「
牛
乳
に
相
談
だ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
中
高
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
消
費
拡
大
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
と
の
事
だ
っ
た
。

　

こ
の
日
の
午
後
か
ら
は
、
東
京
で
三
百
年
以
上
も
続
く
老
舗
「
澤
乃
井
酒
造
」

を
視
察
。
こ
こ
で
は
、
日
本
酒
の
伝
統
と
歴
史
を
学
び
、
そ
の
味
に
も
定
評
が
あ

る
「
澤
乃
井
」
ブ
ラ
ン
ド
の
製
造
工
程
を
見
学
し
た
。

　

最
後
に
、
研
修
会
へ
参
加
し
た
二
名
の
部
員
は
、
農
水
省
や
中
酪
に
て
最
近
の

酪
農
情
勢
を
学
び
、
研
修
会
に
参
加
し
た
盟
友
と
の
交
流
が
深
ま
る
有
意
義
な
も

の
と
な
っ
た
。

　

青
年
部
で
は
、
新
年
度
活
動

内
容
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
消

費
拡
大
運
動
や
系
統
利
用
推
進

を
テ
ー
マ
に
二
月
二
十
二
日
ふ

ぁ
ー
ま
っ
く
会
議
室
に
て
農
協

役
員
・
購
買
事
業
部
・
青
年
部

三
役
に
よ
る
懇
談
会
を
開
い

た
。

　

懇
談
会
に
は
、纐
纈
組
合
長
、

太
田
理
事
、
須
崎
監
事
ら
三
名

の
役
員
、
購
買
事
業
部
か
ら
も

五
名
の
職
員
が
参
加
。

　

宍
戸
部
長
の
司
会
進
行
で
懇

談
会
が
進
め
ら
れ
、
消
費
拡
大

に
つ
い
て
は
、「
地
域
や
組
合
員
の
皆
様
に
何
で
消
費
拡
大
運
動

を
実
施
し
て
い
る
の
か
？
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
」
と

の
発
言
に
参
会
者
も
意
見
が
一
致
。
消
費
拡
大
運
動
も
全
員
で
取

り
組
め
る
事
業
内
容
が
検
討
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
飲
用
乳
消
費

の
問
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
３
�
Ａ
�
Ｄ
Ａ
Ｙ
運
動
に
よ
り
牛
乳

を
購
入
さ
れ
る
比
率
が
少
な
い
こ
と
も
話
題
と
な
っ
た
。

　

系
統
利
用
で
は
、
青
年
部
肥
料
自
主
推
進
や
価
格
、
シ
ェ
ア
に

対
す
る
意
見
が
多
く
、
農
協
と
し
て
も
近
年
対
策
費
が
減
少
す
る

な
か
、
堆
肥
の
有
効
活
用
や
牧
草
収
穫
量
の
面
か
ら
も
減
肥
傾
向

と
な
り
、
取
扱
量
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て

い
た
。
青
年
部
か
ら
は
「
堆
肥
や
肥
培
管
理
を
考
え
る
う
え
で
溶

燐
入
り
銘
柄
を
推
進
し
、
集
約
率
を
高
め
コ
ス
ト
低
減
を
図
っ
て

欲
し
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
農
協
と
し
て
も
銘
柄
奨
励
な
ど

の
対
策
を
含
め
て
ホ
ク
レ
ン
と
交
渉
し
て
い
き
た
い
と
の
意
向
が

示
さ
れ
た
。
飼
料
に
関
し
て
は
、
高
騰
す
る
飼
料
価
格
に
対
応
す

る
酪
農
経
営
が
求
め
ら
れ
、
青
年
部
と
し
て
も
適
正
給
与
を
目
指

し
、
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
て
生
乳
生
産
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待

さ
れ
た
。

�

年部　　　版

農林水産省にて意見交換を行う参加者

新年度の消費拡大、系統推進を組織で検討



冬期間に雑巾作りを冬期間に雑巾作りを
～手つなぎの会～～手つなぎの会～

�

苅田  憲幸（大成支部）
S50.11.29生 31歳

Ｑ１．あなたの趣味は？
Ａ１．今だからこそスノーモービル!!
    でも今年からだけど…
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？
Ａ２．夜遊び？呑み過ぎ？
Ｑ３．好みの女性は？有名人では？
Ａ３．稲森いずみ
Ｑ４．将来の目標は？
Ａ４．社長!!
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？
Ａ５．総理大臣!!
Ｑ６．友達を紹介してください
Ａ６．東森 優くんです。
Ｑ７．なぜ東森くんを選んだのですか？
Ａ７．地元の先輩だから…

　

二
月
二
十
四
日
（
土
）、
手
つ
な
ぎ
の
会

で
は
毎
月
実
施
し
て
い
る
打
ち
合
わ
せ
会
議

を
農
協
和
室
に
て
開
い
た
。

　

打
ち
合
わ
せ
会
議
で
は
、
毎
回
実
施
し
て

い
る
絵
葉
書
づ
く
り
や
新
た
な
取
り
組
み
と

な
る
雑
巾
づ
く
り
を
行
っ
た
。　
　

　

雑
巾
づ
く
り
は
、
十
八
年
度
の
事
業
計
画

樹
立
の
際
に
「
冬
期
間
に
何
か
を
し
よ
う
」

と
い
う
会
員
か
ら
の
提
案
も
あ
り
、
今
月
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
〝
雑

巾
づ
く
り
〟
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
の
雑
巾
づ
く
り
に
は
、

相
澤
み
ね
さ
ん
か
ら
タ
オ
ル
を
提
供
し
て
頂

き
、
会
員
全
員
で
縫
い
上
げ
た
雑
巾
を
地
域

の
介
護
施
設
等
に
寄
付
す
る
予
定
で
す
。

絵葉書と裁縫で地域に貢献!!
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白黒通信
計根別乳牛改良連合会

東部地区同志会 　今月の白黒通信は、滝本和男氏所有の　BY　エアロスター　ベ
ル号を紹介します。

BY　エアロスター　ベル号
平成９年４月５日生　（体格審査）04-05　84点

　父　ミシエリー　ルツクスオー　エアロスター

　母　ベルヤング　ベルテイー　ジエー

305日7-6   M10，542㎏   F% 4.5   P% 3.3   SNF％ 8.6

　本牛に注目すべきところは、娘牛の活躍が目覚

しく、これまでに２頭の娘牛を全道共進会に送り

出しているところにあります。また、その特徴も

き甲部が高く、胸幅もあり、肋のつくりに優れ、

近年ではファミリーも確立されてきている。

【
娘
牛
の
成
績
】

ＢＹ　エアロ　フレット
平成11年６月８日生

（体格審査）０４－０９　８３点

【採卵実績】
　平成17年には２度の採卵を行い16個の受精卵を採卵。受胎した受精卵は全て雌
を出産しており、今後の活躍が期待されます。

BY　エアロスター　ベル　×　レーガンクレスト　エルトン　ダーハム　平成17年３月４日採卵
　BY　デリア　スター ET　　　　　　　　平成17年12月２日

BY　エアロスター　ベル　×　キャニオンブリーズ　アレン　　　　　　平成17年８月10日採卵
　BY　エアー　アレンET　　　　　　　　平成18年５月14日
　BY　スター　アイバンET　　　　　　　平成18年５月16日
　BY　アビゲール　エアロET　　　　　　平成18年11月27日
　ブルームーン　エアベル　クレアET　　 平成19年１月13日（永利　嘉成　氏所有）
　＊現在、受胎牛１頭

BY　エアロ　アンコール号
平成12年６月27日生

（体格審査）０４－０９　８２点

第25回計根別BWジュニアグランドチャンピオン獲得

BY　エアロスター　ギブソン号
平成15年９月27日生（須崎智氏所有）

平成16年度根室管内　（全道獲得）

2004ホルスタインナショナルショウ出場　入賞

ＢＹ　エアロスター　アイガー
平成13年６月23日生

（体格審査）０４－０６　８５点

BY　エアロスター　レデユーク号
平成14年10月10日生

（所有者　ＪＡ西春別・大門　修一氏）

第41回計根別総合共進会ジュニアグランドチャンピオン

平成15年度根室管内　（全道獲得）

2003ホルスタインナショナルショウ出場　１等７席
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計
根
別
農
協
営
農
課
で
は
、
農
業
後
継
者

（
青
年
部
な
ど
）
を
中
心
に
、
組
勘
取
引
内

容
の
確
認
と
収
支
管
理
を
目
的
と
し
て
、
二

月
九
日
農
協
第
二
会
議
室
に
て
第
八
回
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開
い
た
。

　

当
日
は
、
青
年
部
や
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る

の
受
講
生
二
十
三
名
が
出
席
。
平
成
十
九
年

度
の
営
農
計
画
書
に
一
月
末
の
組
勘
実
績
を

書
き
込
ん
だ
。
こ
の
日
も
出
席
者
の
約
半
数

が
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
、
慣
れ
な
い
数
字
の
入

力
作
業
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
。

　

こ
の
講
習
会
で
は
、
普
段
か
ら
目
を
通
す

機
会
が
少
な
い
組
勘
取
引
明
細
に
慣
れ
る
こ

と
や
計
画
と
の
差
異
に
つ
い
て
の
検
証
が
重

要
で
あ
り
、
受
講
生
が
経
費
や
そ
の
他
支
出

の
チ
ェ
ッ
ク
を
習
慣
付
け
、
経
営
の
無
理
、

無
駄
を
最
小
限
に
抑
え
、
個
々
の
収
支
管
理

に
役
立
て
て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

計
根
別
小
学
校
で
は
、
子
供

た
ち
に
冬
期
間
の
体
力
増
進
を

目
的
と
し
て
、
二
月
五
日
小
学

校
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
場
に
て
ス

ケ
ー
ト
大
会
を
開
い
た
。

　

当
日
の
天
候
は
晴
れ
、
風
も

無
く
絶
好
の
ス
ケ
ー
ト
日
和
と

な
っ
た
。
子
供
た
ち
は
、
こ
の

日
の
た
め
に
冬
休
み
か
ら
練
習

を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
タ

イ
ム
を
掲
げ
、
記
録
更
新
に
向

け
て
元
気
一
杯
で
大
会
に
臨
ん

だ
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に
教
員
や
父
兄
が
昨
年

十
二
月
よ
り
リ
ン
ク
造
成
に
取
り
組
み
、
昼
夜
を
問

わ
ず
の
管
理
作
業
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
い
た
そ
う

で
す
。
大
会
当
日
も
早
朝
か
ら
水
撒
き
を
行
い
、
子

供
た
ち
に
最
高
の
リ
ン
ク
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
裏
話
も
あ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

大
会
で
は
、
子
供
た
ち

を
応
援
す
る
父
兄
や
家
族

連
れ
も
多
く
、
さ
ら
に
は

計
根
別
幼
稚
園
の
園
児
か

ら
可
愛
い
声
援
が
絶
え
ず
、

ス
ケ
ー
ト
大
会
を
大
い
に

盛
り
上
げ
、
子
供
た
ち
の

目
標
タ
イ
ム
も
次
々
と
更

新
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

練習の成果を発揮

計根別小学校スケート大会

元気一杯にスケートを楽しむ子供たち

組勘取引を確認、
計画との差異を
検証する受講生

第８回ステップアップ講座

取引内容を確認する受講生。今月の組勘収支は⋯? 講習中も積極的に質問する受講生

小学生とは思えないほどの滑りで観客を魅了!!



普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

蘂72-2163

　最近、とうもろこしを中心とした濃厚飼料の原料価格が高騰しています。このような状況の中で、地域の
サイレージ用とうもろこし栽培に関心が高まってきておりますが、導入には慎重な検討を重ねる必要があり
ます。

［１］サイレージ用とうもろこし栽培時の注意
①　当地域において、５月～９月の０℃以上の積

算温度が2,200℃を超えない場合、マルチ栽

培であっても収穫適期の黄熟期に安定して達

しません。（図１）

②	 台風、低気圧等による風害・倒伏被害を受け

ると収穫が困難となり、収量が激減する恐れ

があります。

［２］サイレージ用とうもろこしと
　　　　　　牧草サイレージの経済性評価
　サイレージ用とうもろこしと牧草サイレージの生産

費を表１に示しました。当地域における牧草サイレー

ジ（１番草、出穂期）のTDN単価25.4円と比べ、サイ

レージ用とうもろこしは黄熟期に収穫（マルチ：32.9円、露地：26.3円）しなければ割高となります。

［３］牧草サイレージ主体給与とコーンサイレージ併給との飼料費の比較
　表２の飼料計算の結果からコーンサイレージを併給

することで、１日１頭当たり15円、飼料費が安くなる

ことが分かります。

　搾乳牛100頭に18㎏／１頭、毎日給与すると年間で

15円×100頭×305日＝約458千円の飼料費の削減が
実現できます。（２月時点での購入飼料単価を使用した

場合）

　栽培限界地帯である当地域のコーン栽培

は、天候に左右されやすく不安定です。当

地域の有望品種である極早生品種「ぱぴり

か」（根釧農試育成）であっても憂慮すべき

です。

サイレージ用とうもろこしの
栽培について

給与メニュー 牧草Ｓ 
主体

牧草Ｓ＋ 
コーンＳ

算出
㎏単価

牧 草 サ イ レ ー ジ 45㎏  28㎏   ￥2.9
コーンサイレージ 　  18㎏   ￥6.6
乳　　 配　　18 8.5㎏ 7.0㎏ ￥51.0

ビ ー ト パ ル プ 2.5㎏ 2.5㎏ ￥31.0

圧 ペ ン コ ー ン 2.0㎏ 1.0㎏ ￥42.0

大 豆 粕 0.3㎏ 1.0㎏ ￥48.0

飼料費／日／頭 ￥740 ￥725  

図１　過去10年の登熟状況（マルチ）と積算気温（中標津）の推移

表１　サイレージ用とうもろこし及び牧草サイレージの生産費（10a当たり）

・サイレージ用とうもろこしは生草成分値（根釧農試）　・栽培経費は、耕起・播種・収穫作業とも全面委託した

表２　飼料費の比較

表２の設定　牧 草 サ イ レ ー ジ： TDN 60％ , CP 12.0％ , 乾物率20％
　　　　　　コーンサイレージ： TDN 72％ , CP   8.8％ , 乾物率28％
　　　　　　（マルチ栽培を使用した場合）体重650㎏、乳量30㎏、乳脂率4.0％

�
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クロスワードパズル

蘆正解者５名の方にすてきなプレゼントを

　さしあげます。なお、正解者多数の場合

　は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内

　（販売機横）の投書箱へ。または、組織広

　報係までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成19年３月15日まで

　当選者の発表は「けねべつ」４月号誌上

【タテのカギ】
１　ヨモギの葉を入れてつい

た餅

２　水面の高さ

３　内緒の相談

４　途中でと止まること

５　ステーキの中が生の状態

の焼き方

８　お手玉の中に入れること

もある豆

10　陰暦の３月の異称

12　日本の国花

14　個人の所有物

16　寝具

17　背中のコブが特徴

18　家にはいません

20　観光旅行

22　二進法で使う数字のひと

つ

24　録音ではない

【ヨコのカギ】
１　十字架

３　みかけ

６　ペア

７　イースター島にある巨大

な石人像

９　バッター

11　世界、白、道路

12　日光

13　茎でスダレを作る稲科の

植物

15　アップダウン

17　ハウス、コンサート、レ

コード

19　陸上競技場の走路

21　禅宗の重要な修行

23　ニックネーム

25　十人十○○

26　ダンプ、ケーブル、オー

プン

27　正解の時につけるマーク

き
り
と
り
線

きりとり線

クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

答え

A B C D E

あ
と
が
き

　

二
月
は
、
暖
か
い
天
候
が
続
き
、
恐
れ
て
い
た
大
雪
の
被
害
も
な
く
、
こ
の

ま
ま
温
か
い
春
を
迎
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
先
月
か
ら
始
ま
っ
た
所
得
税
確
定
申
告
も
終
盤
を
迎
え
、
組
合
員
の

皆
様
も
〝
ホ
ッ
〟
と
し
て
い
る
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

し
か
し
、
今
年
の
確
定
申
告
で
は
昨
年
か
ら
の
生
産
調
整
、
乳
価
下
落
、
消

費
低
迷
、
農
業
経
費
増
（
資
材
高
騰
）
な
ど
が
影
響
し
て
、
所
得
の
減
少
に
よ

る
納
税
額
が
減
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
納
税
額
だ
け
を
考
え
る
と
嬉
し

い
限
り
で
す
が
、
今
年
度
は
経
費
を
抑
え
て
農
業
所
得
の
確
保
に
努
め
る
一
年

で
あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

クロスワードパズル２月号の答え

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
すてきなプレゼントを差し上げます。

組織広報係でお受け取り下さい。

砂越富貴江さん　田中　貞子さん　助口　　央さん

石邑有紀恵さん　唐崎　彩子さん

カンゲイ
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先
月
か
ら
温
か
い
陽
気
が
続
き
、
牛
舎
周
り
や
草
地
の
雪
も
驚
く

ほ
ど
減
り
、
春
の
訪
れ
も
早
い
の
で
は
？
と
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

ま
た
、
十
八
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
が
、

私
た
ち
酪
農
家
に
と
っ
て
は
、依
然
と
し
て
明
る
い
話
題
も
少
な
く
、

辛
抱
を
強
い
ら
れ
た
ま
ま
の
新
年
度
を
迎
え
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
先
日
あ
る
情
報
紙
で
士
幌
町
の
酪
農
家
鈴
木
洋
一
氏
の
講

演
内
容
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
経
営
者
の
基

本
は
①
早
起
き
②
き
れ
い
好
き
③
金
銭
感
覚
、
誰
に
で
も
出
来
る
こ

と
を
や
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
幅
広
い
情
報

収
集
力
、
果
敢
な
行
動
力
、
先
見
性
に
富
ん
だ
計
画
力
で
自
ら
の
酪

農
経
営
を
成
功
さ
せ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
も
何
気
な
い
日
常
作
業
や
酪
農
経
営
で
つ
い
忘
れ

が
ち
と
な
る
と
こ
ろ
に
〝
経
営
の
弱
点
〟
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
厳
し
い
酪
農
情
勢
は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
酪
農
の
基

本
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
家
族
全
員
で
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
酪
農

経
営
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
九
年
三
月
一
日　

纐
纈　

成
喜

〝職場体験学習〟
　２月14日、計根別農協では、職場体験学習

として計根別中学校から今春卒業を迎える２

名の生徒を受け入れた。この日の体験学習は、

Ａコープでの品出しやふぁーまっくでの資材

管理が主な内容となった。生徒たちは、農協

（購買事業）の仕事と職場の雰囲気を学ぶなど

貴重な体験が出来たことと思います。


